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箱根地方におけるシジュウカラ類の

巣箱の利用状況について

矢作英三’
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はじめに

シジュウカラ科のヤマガラＰａｒｕｓＵα(usやシジュウカラＰ.ｍ”orなどは樹洞で繁殖す

るが，巣箱を架設するとしばしばそれを利用して繁殖する．シジュウカラ類の巣箱の利用

例については小池・樋口（1989）などによりすでに述べられているが，巣箱の架設の効果

をより詳細に把握するためには，より多くの事例を集めることが必要であろう．特にシジュ

ウカラ類の巣箱は，全国各地で比較的普通に架設されていると考えられるため，単に巣箱

の架設行為だけで終わらず，架設者がその利用状況を調査して，結果をなんらかの形で公

表すれば，多くの事例を集積できるであろう．

筆者は1976～1988年に，神奈川県箱根地方でシジュウカラ類の巣箱を架設して，その利

用状況を調査したので，その結果を報告する．

調査地および調査方法

調査は，神奈川県足柄下郡箱根町の箱根樹木園（以下樹木園という）で行なった（図１)．

樹木園の標高は約725～760ｍ，面横は約12haで，箱根火山中央火口丘の西側山麓に位置し，

その西側は芦の湖に接している。

樹木園が位置する芦の湖湖岸地域の植生は，おもにヒメシャラSteuﾉartjamo"αdejpﾉｉａ

ケヤキＺど脇ouaserrataのほかアサヒカエデAcermonovar・djssectumなどの高木が優

占する落葉広葉樹林で，低木層にはアブラチャンRzra6e"zojnpraecoェが多く，ツルシキ

ミＳ賊ｍｍｊａﾉaponjcavar､mtermedjaf,repe"s，イヌツゲ〃excre"ａｔα，ミツバウツギ

SmpﾉＭｅａ６ＵｍａＪｄａなどが生育している（岡本1976)．

樹木園はこの広い樹林帯の一部を構成し，芝生地や建物などが造成されているが，大部

分は落葉広葉樹の高木林であり，その中にスギやヒノキの小規模な針葉樹の高木林がパッ

チ状に分布している．照葉樹林は存在しない．

調査地には年間をとおしてヤマガラ，シジュウカラおよびヒガラRzrusaterが生息し，

コガラＰ・ｍｏ"tα皿ｓもしばしば出現した．このうちヤマガラとシジュウカラのかなりの

個体には，色足環を装着して個体識別を行なった．なお，ヒガラとコガラは個体数が少な

く，樹木園内に生息するのはそれぞれ１つがい程度で，園内と園外を行き来していること

が多かった．

1993年１２月19日受理

１．日本鳥類保護連盟調査室．〒162束京都新宿区弁天町１番地三河屋ビル３Ｆ



194

ｋｏ

Ｍ

図１．調査地の位迩．

Ｆｉｇ．１．ＬｏｃａｔｉｏｎｏｆｓｔｕｄｙａｒｅａｉｎＫａｎａｇａｗａＰrefecture．

1976～1988年のあいだ，園内に，おおむね50ｍ間隔で地上から約２ｍの高さに，５０個前

後のシジュウカラ類の巣箱を架設した．巣箱は片屋根型で，前面の高さは約20ｃｍ，幅と

奥行きはそれぞれ約16ｃｍで，前面中央上部に直径3.0ｃｍの出入口を設けた．

巣箱の利用状況は，各年の繁殖期に１週間に１～３日の頻度で巣箱を巡回して，利用し

ているかいないかを，また利用している場合には利用している種や繁殖の経過などを記録

して調査した．なお，調査結果はその年の１回目の繁殖における巣箱の利用状況をまとめ

ることとし，５月31日までに少なくとも初卵の産卵にまで至った場合を，巣箱を利用した

ことと定義して，６月１日以降の産卵は除外した．また５月31日までに初卵を産卵した場

合でも，やりなおし繁殖や２回目の繁殖と判明した場合は，記録から除外した．５月３１日

で区切った理由は，調査地では通常ヤマガラは４月中旬から，シジュウカラは４月下旬か

ら１回目の繁殖の初卵の産卵を開始し，５月中には，ほぼすべてのつがいが１回目の繁殖

の産卵を終了させており，さらに個体識別されていないつがいの６月以降の産卵について

は，それが例外的に遅い１回目の繁殖か，２回目あるいはやりなおしの繁殖かが明確に判

断できないことがあったからである．

結果および考察

１．巣箱を利用した種と利用数

園内に架設した総巣箱数は660個で，シジュウカラ類が利用した巣箱数は361個（54.7％）
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図２．巣箱を利用した砿の割合（1976～1988年)．

Fig.２．ProportionsofusednestboxesaccordingtospeciesinHakone（1976～1988）

であった．利用した巣縮数361個の内訳は，ヤマガラが129個（35.7％)，シジュウカラが

224個（62.0％)，ヒガラが４個（1.1％)，利用した種が判明しないものが４個（1.1％）で，

シジュウカラの利川数が蚊も多く，コガラは利用しなかった（図２）．園内に生息するヤ

マガラとシジュウカラは，侮年ほぼすべてのつがいが巣箱を利用して繁殖していた．した

がって，ヤマガラとシジュウカラの利用した巣箱数の違いは，基本的には生息するつがい

数の違いを反映していたことになる．ヒガラは，巣箱で繁殖しない年には園内のスギやイ

ヌガヤの樹洞で繁殖することが多かったが，園内で繁殖しているかどうかが不明な年も多

かった．コガラは|刺内の樹洞での繁殖も確認できなかった．

２．巣輔の架Ｉ没場所と利川率

比較的巣繍の利川‘11例が多く得られたヤマガラとシジュウカラの２種について，架設場

所と利川状況の関係を検討した．

１）倣地境界付近と敷地内部

園内に架設した巣繍を，蚊地境界から10ｍ以内の範朋に架設した巣箱とその他の巣箱に

わけて利川率を算川した．蚊地境界付近は低木の植栽樹のほか，広葉樹林，針葉樹林など

で椛成されているが，敷地外部の樹林とは歩道をはさんで連続した樹林帯を構成している．

利川率は敷地境界付近の巣桁が74.1％，敷地内部の巣箱が46.1％で，前者のほうが有意に

商かつた（Ｘ２＝40.433,..1'.＝１，Ｐ＜0.01；表１）．この傾向はヤマガラとシジュウカラ

でみられたが，剛内の巣鮪を利用したつがい数に占める敷地境界付近の巣箱を利用したつ

表１．敗地境界付近と蚊地内部に架設した巣箱の利用率（1976～1988年)．

Ｔａｂｌｅ１．ＰｅｒｃｅｎｔａｇｅｏｆｕｓｅｄｎｅｓｔｂｏｘｅｓｔｏｔｏｔａｌｎｅｓＬｂｏｘｅｓａＬｔｈｅＨａｋｏｎｅｓｔ,udvarea's

edgesmarginalandcentralareasduringl976-l988．

架設した巣箱数

Ｎｏ．ｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｐｌａｃｅｄ

利用した巣箱数
Ｎｏ．ｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｕｓｅｄ

利用率（％）
％ｕｓｅｄ

Ｍａｒｇｉｎａｌａｒｅａ Ｃｅｎｔｒａｌａｒｅａ

1７４ 486

1２９ 224

7４－１ 4６１
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がい数の測合は，ヤマガラが45.7％，シジュウカラが31.3％で，ヤマガラのほうが有意に

商かつた（ｘ２＝7.411,〔1.1,.＝１，Ｐ＜０．０１；図３)．

蚊地境界付近の巣赫を利用したほとんどのっがいは，巣箱と敷地外部の樹林を行き来し

ており，蚊地の外部を採食などを行なう範囲（以下通常の行動圏という）としていること

は明らかであった．倣地外部の樹林も園内の樹林と同様に繁殖できる樹洞が少ないと考え

られ，したがって，おもに赦地外部で生活する多くのヤマガラやシジュウカラが，敷地境

界付近に架設した巣輔を利附したため，敷地境界付近の巣箱の利用率が高くなった．巾に

は巣繍から出ると，一気に１００ｍ以上も飛んでいくヤマガラやシジュウカラのっがいもみ

られ，このようなっがいは通常の行動圏から離れた巣箱で繁殖していたと思われる．

したがって，ヤマガラの敷地境界付近の巣箱を利用したつがいの割合がシジュウカラの

それよりも尚かつたことは，実際には，園内で繁殖したつがい数の中に占める，園外を通

常の行動圏としながら敷地境界の巣鮪で繁殖したつがい数の割合が，ヤマガラでは大きく，

シジュウカラでは小さかったことを表している．これは，箱根地方ではヤマガラの１回目

の繁殖時期がシジュウカラより早いため（川中ほか1978)，総体的にはヤマガラがシジュ

ウカラより先に繁殖に利用する巣縮を選択し，シジュウカラはヤマガラが利用しなかった

巣鯖のrllから，自分が利用する巣鮪を選択している結果と考えられる．すなわち，より繁

殖に適した巣輔はヤマガラが先に利川するため，シジュウカラはより条件の悪い巣箱の中

から|÷１分の巣締を選択せざるを得ず，その結果，敷地境界の巣箱で繁殖するつがいの割合

は，ヤマガラでは尚<，シジュウカラでは低くなるものと思われる．

２）広紫樹林と針葉樹林

除l内の，広典樹林と針葉樹林に架設した巣輔の利用率を比較した．ただし，敷地境界付

近に架設した巣紺と蚊地内部に架設した巣紺とは，１）で述べたとおり条件が異なるので，

ここでは蚊地内部に架Ｉ没した巣輔だけを対象とした．その結果，広葉樹林に架設した巣紺
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の利用率と，針葉樹林に架設した巣縮の利用率のあいだには，有意な差はなかった（ｘ２＝

0.887,..1,.＝１，Ｐ＞0.05；表２)．ただし，シジュウカラはヤマガラより針葉樹林に架設

した巣鮪を，ヤマガラはシジュウカラより広葉樹林に架設した巣箱をそれぞれ利用する傾

向があった．利用した総巣箱数に対する針葉樹林で利用した巣箱数の剖合は，ヤマガラが

5.8％，シジュウカラが17.9％で，両者のあいだには有意な差があった（Ｘ２＝5.708,

..f・＝１，Ｐ＜0.05；図４)．

ヤマガラはよく発達した照葉樹林のほか，常緑広葉樹と針葉樹が混ざった樹林を，シジュ

ウカラは落葉広葉樹林のような明るい樹林をそれぞれ選好する（樋口1978)．ヤマガラは

暗い照葉樹林を選好するため，同様に暗い針葉樹林に架設した巣縮を利川すると予測した

が，結果は逆であった．また，シジュウカラは明るい広葉樹林を進好するが，実際にはむ

しろ針葉樹林に架設した巣箱の利川率が向かった．

以上の結果から，少なくともヤマガラは営巣場所として，落葉広葉樹林よりスギやヒノ

キの針葉樹林を強く選好することはないということはいえそうである．なお，シジュウカ

表２．広葉樹林と針葉樹林に架設した巣箱の利用率（1976～1988年)．

Table２．Percentageofusednestboxestototalnestboxesplacedinbroad-leaveddecidous
treesandconiferousevergreentrees（1976-1988)．

／

Broad-leavedtreesConiferoustrees

／

架設した巣箱数

Ｎｏ．ｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｐｌａｃｅｄ

利用した巣箱数
Ｎｏ．ｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｕｓｅｒｌ

418 師

189 3１

由

利用率（％）
％ｕｓｅｄ

45.2 51.7

課ｉ

Coniferoustrees Broad-leavedtrees
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図４．落葉広葉樹林と常緑針葉樹林の巣箱を利用したつがいの割合（1976～1988年)：

Fig.４．Proportionofusednestboxesplacedinbroad-leaveddecidousLreesandevergreen
coniferoustrees（1976～1988)．
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ラがヤマガラより針葉樹林に架設した巣箱をよく利用した点については，シジュウカラの

方が営巣環境に関する許容性が高いためと解釈できるが，つぎのようなことも考慮する必

要があると思われる．たとえば，シジュウカラがヤマガラより，樹幹が真っ直ぐな樹木を

営巣場所として選好するならば，結果的にシジュウカラが針葉樹林に架設した巣箱を利用

する割合が大きくなるであろう．また，前述のとおりヤマガラの繁殖期はシジュウカラの

繁殖期より早いため，シジュウカラはヤマガラが利用しなかった巣箱の中から，自分の巣

箱を選択し，利用することとなる．その場合，ヤマガラがすでに広葉樹林に架設した巣箱

を利用しているため，シジュウカラはヤマガラより相対的に多くの針葉樹林に架設した巣

箱を，利用せざるを得なくなるであろう．さらに，両種の行動圏の広さも関係すると思わ

れる．すなわち，たとえば1976年の繁殖期（５～６月）の調査では，ヤマガラの１つがい

の行動圏は平均約2.4hａ（､＝４)，シジュウカラのそれは平均約0.9hａ（､＝８）でヤマガ

ラのほうが広かった．この傾向はほかの年でも同様であり，１つがいのシジュウカラの行

動圏に含まれる巣箱の数は，ヤマガラのそれより少ない．その結果，シジュウカラはヤマ

ガラより少ない巣箱の中から，自分が利用する巣箱を選択する必要がある。したがって，

特に針葉樹林を行動圏に含むシジュウカラのつがいは，ヤマガラのつがいと比較して，相

対的に針葉樹林に架設した巣箱を利用する確率が高くなると考えられる．

３）芝生地

岐後に，芝生地に架設した巣箱の利用率を算出した．この地域はケヤキやヒメシャラな

どの高木層とシバからなる単純な植生で構成され，きわめて明るい環境である．利用率が

高かったのはシジュウカラで，ヤマガラは低かった．特にヤマガラは，敷地境界付近に架

設した巣箱であっても，そこが芝生地であると利用率は低かった．樹木園内で利用した総

巣箱数に対する，芝生地で利用した巣箱数の割合は，ヤマガラが1.6％（2/129)，シジュ

ウカラが6.3％（14/224）で，有意な差があった（Ｘ２＝4.184,..f,＝１，Ｐ＜0.05)．

この傾向は，樋口（1978）のヤマガラとシジュウカラの環境選好性と一致し，明るい環

境を好むシジュウカラが，暗い環境を好むヤマガラより芝生地の巣箱を多く利用したもの

と思われる．２）で述べた内容とあわせると，シジュウカラは暗い針葉樹林から明るい芝

生地まで，広い範囲の環境に架設した巣箱を利用するが，ヤマガラは広葉樹林に架設した

巣箱をおもに利用すると考えられる（なお，調査地にはヤマガラが本来選好する照葉樹林

は存在しない)．
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要約

l・神奈川県箱根町の箱根樹木園で，シジュウカラ類の巣箱の利用状況を調査した．

2．巣箱の総架設数は660個で，シジュウカラ類の利用率は54.7％（361/660）であった．利用した穂

が判明した巣箱は357個で，その内訳はヤマガラが129個，シジュウカラが224個，ヒガラが４個で

あった．

3．敵地境界付近に架設した巣箱は，それ以外の巣箱より利用率が高く，特にヤマガラでその傾向が
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強かった．

4．ヤマガラは落葉広葉樹林に架設した巣箱を利用することが多く，シジュウカラはヤマガラより針

葉樹林に架設した巣箱を利用する傾向があった．

5．明るい芝生地に架設した巣箱は，ヤマガラよりシジュウカラのほうがよく利用する傾向があった．
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時期と一腹卵数．昭和53年日本烏学会大会研究発表要旨．

ＦｒｅｑｕｅｎｃｙｏｆｎｅｓｔｂｏｘｕｓｅｂｙＴｉｔｓＰＡＲIＤＡＥｉｎＨａｋｏｎｅ

EizouYahagil

Theuseofnestboxesforbreedingwasstudiedusingabout50nestboxesfroml976tol988

atHakoneArboretum，ａｗｏｏｄｌａｎｄｏｆｌ２ｈａｉｎＨａｋｏｎｅｄｉｓｔｒｉｃｔ，KanagawaPrefecture・The

percentageofavailableｎｅｓｔｂｏｘｅｓｕｓｅｄｂｙＴｉｔｓＰＡＲＩＤＡＥｗａｓ５4.7％（361/660)．Species

using357nestboxeswereidentified：１２９wereVariedTitsParusuarius,２２４wereGreatTits

P.ｍ町or,andonlyfourwereCoalTitsP.αter・Thenestboxesplacednearedgeareaswere

usedmorefrequentlythanthoseinthecentralpart，particularlybyVariedTits、Varied

Titsalsotendedtousenestboxesplacedinbroad-leaveddecidoustrees，whileGreatTits

morefrequentlyusedboxesplacedinevergreenconiferoustreesandinareasofwidely

scatteredtrees、

１．TheJapaneseSocietyforPreservationofBirds，Mikawayabuilding3F，Benten‐

ｃｈｏｌ,Shinjuku-ku,Tokyol62


